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民芸調の宿いさみ館
小口1616

ＴＥＬ0287-92-4126

（馬頭商店街別地図参照）（馬頭商店街別地図参照）

ご宿泊のお客様に
たけのこのお茶うけサービス

次回ご利用の際のお土産券を進呈

民芸調の佇まいと
創作田舎料理の宿

小口1652
ＴＥＬ0287-92-3355

元湯 東家
ホテル
美玉の湯

小砂3102
ＴＥＬ0287-93-0811

心のステージ
良質の湯宿
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那珂川町馬頭広重美術館
9：30～17：00 （入館は16：30まで）
馬頭116-9 TEL 0287-92-1199

いわむらかずお絵本の丘美術館
小砂3097  TEL 0287-92-5514

もうひとつの美術館
小口1181-2  TEL 0287-92-8088

4/29～5/6 10：00～15：005/3～5 10：00～14：00

那珂川町に三つの美術館温　泉

「南南東の風が吹く」展
千葉の作家の多彩な作品

4/29～5/5（休なし）10：00～17：00

いわむらかずおの世界

なっちゃんの絵本展
3/1～6/1 10：00～17：00

6つの里でたのしい催し
（エリア）

（小川）

（小口・小砂・和見）

小口

久那瀬 那珂川 馬頭商店街 3月　矢又 ひみつの場所

大山田  武茂川

3～４月　カタクリ山公園

4月　小川  中の原

（大山田・谷川・健武）

（馬頭）

（北向田・久那瀬・谷田・白久） （矢又・鷲子山）

鮎が、鮭が、上ってくる川。
この川は日本の美しい川
として三本指に入ると言
われています。

静神社・馬頭院・乾徳寺の
一社二寺を心のよりどこ
ろとして 山のふもとに開
かれた商業地、旧馬頭の
中心的町場です。

樹令千年の古木大木に囲
まれた鷲子山上神社は修
験者達の修験の霊峰でも
ありました。

5/1・3
当 番

南町若衆

江戸時代に始まる祭り

静神社例大祭

水戸黄門様も楽しんだ

たけのこ祭り
4/29～5/5 （馬頭商店街）

Discover 昭和！

問い合わせ先

那珂川町商工会　　 ☎090-4930-2000
那珂川町観光センター  ☎0287-92-5757 
（9時～18時）

那珂川町商工会　　 ☎090-4930-2000
那珂川町観光センター  ☎0287-92-5757 
（9時～18時）

奈良東大寺大仏建立にあ
たり、金ぱく用の金をこの
地から届けられたと史実
に残る、日本で一番古い
と云われる 武茂川沿いの
産金の地です。

多数の古墳、古代集落跡
が発見されるところから、
古代文化の栄えた美しい
土地、豊かな土地を意味
するまほろばの地となっ
ています。

良質の焼物用の土がでる
この地は 古代より縄文土
器、須恵器と創り続けて今、
小砂焼を中心に陶芸地と
して脈々と続いています。

広重春まつり広重春まつり

花の風まつりのこの地は、

色々な樹が日の光を求めて枝を伸ばし みんなで林や森を創ってゆくように

色々な虫や動物がそこに住みついて みんなで山で暮らすように

色々な人がそれぞれに生きて みんなでこの地で暮らしてきました。

ここでは、色々な花が咲きます。

ここでは、色々な鳥が啼きます。

ここでは、小さな川大きな川が流れます。

ここでは、長い年月をかけて 人々が美しく生きています。

和を大事に 響きあって生きています。

「日本で最も美しい村」連合に加盟した小砂は その中のひとつです。

那珂川町は栃木の北東・那珂川沿いにある
心なごむ里山の地です

4/29～5/6ポストカードプレゼント　先着500名様

5月1日（木）
16：00～　御出社 

5月3日（土）
13：30～
16：00～

神輿渡行
御帰社

那珂川町観光センター　☎0287-92-5757
（栃木県那須郡那珂川町）

花の風まつりヤッペ会
☎090-8306-6169
http://hana-kaze.net

お問い合わせ
◆詳しくは各催しの主催者にお尋ねください。

公開グループ・「那珂良し写真館」で、みんなが撮った町の風景が見られます

朗読とおはなし会
5/5 14：00～

サイン会 14：30～（予約不要）

お抹茶接待（１服200円）
5/3～6 10:00～15:00

馬頭広重美術館入口付近

文化協会茶道部

5/3 13：30～　美術館内
参加費 500円

瀨辺佳子の絵皿ワークショップ

焼き物（陶芸）や温泉や美術館など、この辺りにはいろいろあんだ

けど、なだらかに続く里山と田んぼの風景は日本の原風景ってい

うか、懐かしい風景だよね。新緑の頃なんて山が何色もの緑に染

まって、それが毎日どんどん変化していくから目が離せない。な

んとも言えずいいですよー。　　　　　　　　（小砂・Ｏさん）

ＧＷはちょうど田植えでどこも忙しいけど、ウグイスの声聞きな

がらの作業は気持ちいいよー。畦に座ってひと休みして空見上げ

てさ。あー幸せだなーって思うんだよね。　　（小口・Ｏさん）

なんといっても武茂川だね。子どもの頃はよーく川で遊んだなー。

飛び込みしたり潜ったり、魚も手づかみで取れたんだわ。今も、

ヤマメやらカジカやらいっぱいいるよ。

この辺は葉タバコの一大産地だったから、どこの家にもカンソ小

屋（乾燥小屋）って言うんだけんど、葉タバコを干す木の小屋が

あるんだわ。今も少しだけど葉タバコやってる農家さんも残って

るよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大山田・Ｋさん）

那珂川堤防沿いの桜並木はホントにきれいで、いいわよ～。苺の

ハウスがたくさんあるから、ＧＷ頃は横を通るとイチゴの甘～い

香りが漂ってくるの。

早朝、川霧が立ち込めてる時はとても幻想的よね。橋渡る時に見

る那須連山もいい感じ。

この辺りは世代間交流が生きているから、どんど焼きとか夏祭り

とか昔からの行事も途切れず続いているのもうれしい事よねー。

　　　　　　　　　　　　　　　　（北向田・Ｏさん、Ｗさん）

昭和の雰囲気が残る町並みを楽しんで欲しいんだわ。昔ながらの

町屋とか古い看板とか。水戸黄門様がお月見をした家なんかもあ

るよ。そうそう、お店の中でお客さんにお茶出しするんだけど、

めずらしいんだってね。ここらじゃあたりまえの事だから、そう

言われてかえってびっくりしちゃったよ。ここの商店街はずーー

っと真っ直ぐになっててね。季節によってはその道の真ん中に夕

日が沈むんだわ。それも面白いでしょ。　（馬頭南町・Ａさん）

山が迫っている土地柄だけど、その山からしみてくる水が小川に

なってて、春はそこここにニリンソウが花咲くの。アズマイチゲ

なんかも咲き乱れて本当にきれいよー。散歩コースにはいろんな

花があるし、花を見てると前向きな気持ちになれるの。

みんなちゃんと生活してるんだけど、人が少ないからかな。ほん

とに静かで、いいわよー。　　　　　　　　　（矢又・Ａさん）

自慢かい？ そうだなー。

3月のカタクリ山の花は見事だな。薬利の方には牧場があったり、

芳井あたりは蚕やってる農家もまだがんばってるよ。

平らだから空は広いし、川向うの馬頭の山の眺めもいいしなぁ。

西の山に落ちる夕日と夕焼け空はしみじみするほどきれいだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川・Ｙさん）
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